
 
 
 

 
 
 
 

平成１４年度文部科学省「21 世紀 COE プログラム」研究拠点形成費補助金 

（京都大学 機関番号１４３０１ 整理番号Ｄ－２） 

 
 

心の働きの総合的研究教育拠点 
Center of Excellence for Psychological Studies 

 
 

平成１６年度活動報告書 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2005 年 3 月 

 

京都大学心理学連合 
Kyoto University Psychology Union 



 



 
研究拠点の名称  

心の働きの総合的研究教育拠点 
Center of Excellence for Psychological Studies 
（京都大学 機関番号１４３０１ 整理番号Ｄ－２） 
（拠点番号 D－１０） 

 
 
 
研究拠点形成費 
平成 14 年度 182,000 千円 
平成 15 年度 135,000 千円 
平成 16 年度 108,300 千円 

 
 
学内関連部局 
文学研究科（行動文化学専攻 心理学専修） 
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＊高等教育教授システム開発センター（高等教育教授システム研究開発部門） 
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＊生物科学研究科（霊長類学専攻 思考言語分野） 
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研究課題Ｄチーム 「進化と生涯発達」 
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苧阪 直行 文学研究科（行動文化学専攻）教授 知覚心理学 A(チームリーダー) 

櫻井 芳雄 文学研究科（行動文化学専攻）教授 認知神経科学 A 

楠見 孝 教育学研究科（教育科学専攻）助教授 認知心理学 A, B 

齊藤 智 教育学研究科（教育科学専攻）助教授 認知心理学 A(チームサブリーダー) 

*岡田 康伸 教育学研究科（臨床教育学専攻）教授 心理臨床学 A 

*皆藤 章 教育学研究科（臨床教育学専攻）助教授 臨床教育学 A 

河合 俊雄 教育学研究科（臨床教育学専攻）教授 心理臨床学 A, B 

*石原 宏 教育学研究科（臨床教育学専攻）助手 心理臨床学 A 

*藤原 勝紀 教育学研究科（臨床教育実践研究センター）教授 臨床心理実践学 A 

*大山 泰宏 高等教育教授システム開発センター助教授 臨床教育学 A(チームサブリーダー) 

船橋 新太郎 人間・環境学研究科（共生人間学専攻）教授 認知神経科学 A, B 

*山本 洋紀 人間・環境学研究科（共生人間学専攻）助手 視覚心理学 A 

*久代 恵介 1) 人間・環境学研究科（共生人間学専攻）助手 認知神経科学 A 

齋木 潤 情報学研究科（知能情報学専攻）助教授 認知科学 A 

伊藤 良子 教育学研究科（臨床教育学専攻）教授 臨床心理実践学 B(チームリーダー) 

蘆田 宏 文学研究科（行動文化学専攻）助教授 認知心理学 B(チームサブリーダー) 

吉川 左紀子 教育学研究科（教育科学専攻）教授 認知心理学 C(チームサブリーダー) , B 

山中 康裕 教育学研究科（臨床教育学専攻）教授 心理臨床学 B 

*角野 善宏 1) 教育学研究科（臨床教育学専攻）助教授 臨床心理実践学 B 

*黒川 嘉子 教育学研究科（臨床教育実践研究センター）助手 臨床心理実践学 B 

松村 道一 人間・環境学研究科（共生人間学専攻）教授 認知神経科学 B(チームサブリーダー) 

内藤 栄一 総合人間学部（共生人間学専攻）助手 神経科学 B 

東山 紘久 教育学研究科（臨床教育学専攻）教授 臨床心理学 C 

杉万 俊夫 人間・環境学研究科（共生人間学専攻）教授 社会心理学 C(チームリーダー) 

桑原 知子 教育学研究科（臨床教育学専攻）助教授 心理臨床学 C(チームサブリーダー) , B 

渡部 幹 総合人間学部（共生人間学専攻）助手 社会心理学 C 

山田 洋子 教育学研究科（教育科学専攻）教授 生涯発達心理学 D(チームリーダー), C 

板倉 昭二 文学研究科（行動文化学専攻）助教授 発達認知科学 D(チームサブリーダー), B 

子安 増生 教育学研究科（教育科学専攻）教授 発達心理学 D 

*遠藤 利彦 教育学研究科（教育科学専攻）助教授 生涯発達心理学 D 

*溝上 慎一 高等教育教授システム開発センター 助教授 青年心理学 D 

*松沢 哲郎 霊長類研究所（思考言語分野）教授 比較認知科学 D, C 

*友永 雅己 霊長類研究所（思考言語分野）助教授 比較認知科学 D, A 

*田中 正之 霊長類研究所（思考言語分野）助手 比較認知科学 D(チームサブリーダー), A 

 
1)  角野 善宏、久代 恵介 10 月 1 日から研究協力者 
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